
平成１６年５日１１時３０現在
国土交通省中部地方整備局
富士砂防事務所 災害対策支部

静岡県富士宮市潤井川支川
ふ じ の み や し う る い が わ

大沢川土石流の発生について（第２報）

１. 発生日時 平成１６年１２月５日 午前 ３時～５時頃にかけて連続的に発生

２. 発生場所 一級河川 潤井川支川大沢川

静岡県富士宮市上井出地先
ふじ の み や し か み い で

３. 概要
・４日夕刻から降り続いた雨により、午前３時～５時頃にかけて連続的に土
石流が発生し、国土交通省富士砂防事務所管轄の大沢扇状地に土砂約１０万
m（速報値）が堆積した。土砂流出による下流への被害は、確認されなかった。3

４. 対応状況
○富士砂防事務所災害対策支部 （支部長：富士砂防事務所長）

１２月４日 ２０時００分 支部設置・準備態勢
１２月５日 ４時００分 警戒体制

１１時００分 注意体制
・・・以降注意体制継続中

○土砂堆積状況
・土石流は、主に大沢扇状地内の第７中間床固工（別紙）付近に堆積した。
・堆積土砂量は、約１０万m（速報値）。3

○被害状況
・調査の結果、この土石流による被災者、被災家屋・施設等は確認されなか
った。

○今後の対応
今後速やかに今回堆積した土砂の除去に着手する予定である。

５. 大沢川概要
２・流域面積 ＝ ５．９８km

６. 降雨状況等 大滝雨量観測所（標高１７００ｍ：速報値）
・連続雨量 145mm （１２月４日１６：００～１２月５日 ５：００）
・時間最大雨量 31mm （１２月５日 ４：００～１２月５日 ５：００）

７．その他
・富士砂防事務所管内の他の渓流については、現在調査中。
・土石流流下の状況がビデオカメラ等にて撮影されましたので、必要があり
ましたら富士砂防事務所にて配布します。

問い合わせ先 ： 国土交通省中部地方整備局富士砂防事務所
副所長 早 川 信 光
０５４４－２７－５３８７（内線２０４）







大滝観測所　雨量グラフ
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